
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和  ５  年  ３  月 

高 知 県 教 育 委 員 会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校がチームで医療的ケアのお子さんを支えます 

学校は、児童生徒たちが集い、人と人とのふれあいにより、人格の形成がなされる場

です。そのため、医療的ケアのある子どもも、医療的ケアのない子どもも、同じ場で共に

学ぶための環境づくりが大切です。 

高知県では、学校においては、医療的ケア看護職員（学校看護師）が医療的ケアを実施

します。医療的ケアの実施にあたっては、教員と医療的ケア看護職員が、互いにサポート

しあい、チームとして連携協力しながら、お子さんの成長を最大限促すよう取り組みま

す。 

 このことにより、医療的ケアの必要なお子さんにとっては、毎日の通学日数が増加し、

日々の授業の継続性が保たれ、教育機会の確保・充実につながります。 

  

まずは、市町村教育委員会へ 

相談してみましょう 

どのような学びの場があるのか 

一緒に考えていきましょう 

就学相談から 

学校入学へ 

 お子さんの就学に向けては、まずは市町村教育委員

会に相談してみましょう。 

 主治医や関係機関との連携のもと、お子さんの健康

状態や、必要な医療的ケアについて、確認していきま

す。 

 学びの場としては、地域の小中学校等、または、特

別支援学校が考えられます。お子さんが安全に学べる

ことを前提として、どの学びの場が適切であるのか、

市町村教育委員会と一緒に考えていきます。 

 

 小中学校‥‥地域の中で、障害のある子どもと、障

害のない子どもが同じ場で学ぶことができます。市町

村教育委員会が、医療的ケア児の受け入れ体制を整備

します。 

 

 特別支援学校‥‥個々の実態に合わせて学習を進め

ていきます。医療的ケアに関する支援体制が一定整備

されています。県内には医療機関に併設している特別

支援学校が２校あります。また、通学して学習するこ

とが困難な場合は、教員が家庭を訪問して教育を行

う、訪問教育があります。 
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学校における 

医療的ケア 

保護者、学校、病院が連携をして

準備を進めていきます 

学校で医療的ケアが始まります 

 就学する学校が決まれば、次は受け入れのための準

備です。 

 学校で安全に医療的ケアを実施するために、保護

者、学校、そして主治医などと相談しながら準備を進

めます。その際には、お子さんの普段の健康状態や、

ご家庭での医療的ケアの様子、学校での対応方法等に

ついてお話を聞かせていただくことになります。 

 関係者が連携し、お子さんへの安心で安全な医療的

ケアの実施について検討を進め、看護師の配置、教室

の整備など、学校は受け入れのための準備を進めてい

きます。 

 学校では、医療的ケア看護職員（学校看護師）が医

療的ケアを実施します。しかし、学校は医師がいない

環境ですので、書面による医師からの指示書等によっ

て医療的ケアを実施することになります。 

 そのため、緊急時の対応も含め、個別に「医療的ケ

ア実施マニュアル」等を作成し、安全に学校生活が送

れるように、体制を整えていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

Step 
3 
 

Step 
4 
 

起床・登校準備 

朝の健康チェックを行い、登校の

準備をします。ケアに必要な物品の

の確認や、連絡帳に健康状態などを

記録します。 

授業に参加 

必要な医療的ケアを実施しなが

ら、授業に参加します。 

体調に合わせての参加となります

が、学校は最大限、みんなと同じ活

動ができるように、環境の調整を行

います。 

医療的ケアとは？ 

経管栄養及び痰の吸引など日常

生活に必要な医療的な生活援助行

為のことをいい、治療行為として実

施する医行為とは区別しています。 

医療的ケア児の学校での 1日 （例） 

さあ、１日のはじまりです！ 

登校 

登校したら、学級担任や医療的ケ

ア看護職員と、体調の確認やケアに

関する情報共有をします。 

下校 

学校からの連絡帳で、学校でのケ

アの様子や健康状態などについて情

報を共有します。 
あしたもがんばろう！ 

① 

② 

③ 

④ 

 

 

  

学校で医療的ケアを実施するためには、教員と看護

師がそれぞれの専門性を発揮し、互いにサポートしあ

いながら、チームで対応することが大切となります。 

 また、学校、保護者、その他関係機関が連携し、安

心して学べる体制を整えていくことが大切です。 

  

 



 

Ｑ１ 学校における医療的ケアとはどういうものですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２ 医療的ケアが必要ですが、小学校に就学できるのでしょうか？ 

 

 

 

 

Ｑ３ 学校では、誰がどのような医療的ケアをしてくれますか？ 

 

 

 

 

Ｑ４ 保護者が、学校に付き添う必要がありますか？ 

 

 

 

学校における 

医療的ケア 

Ｑ＆Ａ 

 学校における医療的ケアは、病院等での治療を目的とした

医療行為ではなく、体調の安定した子どもたちの日常生活を

支えるために行う行為です。 

なお、医療行為は様々な種類があり、医師のいない学校で

は実施が難しい場合があります。お子さんに必要な医療的ケ

アの内容や、健康状態を踏まえ、学校での実施を検討してい

きます。 

もしくは 

高知県教育委員会事務局 特別支援教育課 

〒780-0850 高知県高知市丸ノ内１丁目７番５２号 

TEL 088-821-4741  FAX 088-821-4547 

お住まいの市町村教育委員会 

 

 
医療的ケアに 

関する 

相談は・・・ 

 お子さんが安全に学校生活を送れることの確認が必要です。そのため、主治医や関係機関、市

町村教育委員会と連携し、学校でできる合理的配慮、看護師の配置、緊急時の対応等を検討して

いきます。 

 

 学校における医療的ケアは、学校に勤務する医療的ケア看護職員（学校看護師）が実施しま

す。学校には医師はおりませんので、医師による指示書をもとに、学校において十分に安全を確

認できたものについて実施をします。 

 

 原則保護者が付き添う必要がないよう、看護師の配置等環境の整備に努めますが、看護師が配

置できない場合や、新入学時や長期休暇明けなどに体調確認が必要な場合については、付き添い

をお願いする場合があります。 

 


